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論されていた。」とあるように、この当時においては、慢性肝炎の予後の重篤性を解明するには、さ

らに長期の経過観察が必要であると考えられていた。 
 

図表 5- 6 昭和 50 年代（1975 ~ 1984）の肝炎の予後に関する主な報告 

文献 
番号 年 出所 内容 

文
献
の
種
類 

文
献
の
性
質 

予
後
の
重
篤
性 

5-6-1 1976 
(S51) 

Ronald L. 
Koretz(USA) et al. 
Post - transfusion 
chronic liver disease. 
Gastroenterology 
1976;71(5); 797-803 

輸血後肝炎患者 47 例を輸血時から追跡調査したとこ

ろ、29 例は、その GPT が 20 週以上遷延化し、慢性

肝炎となったこと、29 例のうち、肝生検を行った 15
例については、9 例が慢性活動性肝炎、2 例が慢性持

続性肝炎、4 例は未治癒状態だったこと、慢性活動性

肝炎の 9 例中 5 例は、何らの徴候も見られなかったこ

と、死亡した症例又は肝硬変に進展した症例はなかっ

たことを記載 

学 原 ○

5-6-2 1976 
(S51) 

小路敏彦（長崎大学医学

部第 1 内科） 「肝炎と

肝硬変」 臨牀と研究 
1976;53(12);16-21 

肝硬変 144 例中追跡患者 105 例の予後について、5 年

以上生存した例は 41 例で、10 年以上は 18 例であり、

肝硬変にも予後良好例があることを述べているほか、

慢性肝炎についても、ほぼ 90％の症例は、治癒に近い

静止状態に入るか、臨床的に治癒し、10％内外の症例

が肝硬変へと進展するとし、慢性肝炎は必ずしも予後

が悪い疾患ではない旨を記載。 

他 原 ○

5-6-3 1976 
(S51) 

鈴木宏（東京大学医学部

第 1 内科）,三田村圭二 
「急性ウイルス肝炎」 
臨床科学 
1976;12(8);913-922 

A 型肝炎及び B 型肝炎の診断が可能となってから、臨

床経過及び組織像がこれらの急性肝炎と類似した非 A
非 B 型肝炎の存在が明らかとされ、輸血後肝炎の 90％
近くがこの肝炎であって、この例に慢性化例が多いこ

とが注目され、今後、大きな社会問題に発展すること

も予想されること記載。 

他 レ ●

5-6-4 1977 
(S52) 

Robert 
G.Knodell(USA) et al. 
Development of 
chronic liver disease 
after acute 
non-A,non-B 
post-transfusion 
hepatits. 
Gastroenterology 
1977;72(5); 902-909 

44 例の急性非 A 非 B 型輸血後肝炎を示す患者をプロ

スペクティブにその予後を研究した論文。44 例のうち

10 例で、最初に肝酵素の上昇が記録された後 12 か月

から 36 か月目にかけて、慢性肝炎に一致した肝酵素

の異常が続き、この 10 例における組織学的変化は、1
例には肝硬変症があったが、1 例には慢性持続性肝炎

があり、他の 8 例には慢性活動性肝炎があったこと、

この研究は急性非A非B型肝炎が慢性肝疾患及び肝硬

変症へと進行し得るとの証拠を示していることを記載 

学 原 ●

5-6-5 1977 
(S52) 

市田文弘（新潟大学内

科） 「慢性肝炎の予後」 
からだの科学 
1977;(75);83-87 

慢性肝炎の肝硬変進展について、慢性肝炎から肝硬変

に進展するにはかなり長い期間がかかることが多く、

早い場合でも 3 か月から半年、長いときには 10 年以

上もかかることもあり、肝硬変は肝癌を併発しやすい

こともよく知られるようになったとしながらも、活動

性慢性肝炎から肝硬変に進展するのはその 8％から

25％程度であり、多くの症例は治癒又は寛解に向かっ

ているようであるとし、慢性肝炎、特に活動性のもの

は、前硬変であるとはいえず、慢性肝炎の概念のもと

で集められた症例を長い期間追跡調査すると、その一

部のみが肝硬変に進展するに過ぎないことがようやく

明らかになってきたことを記載。 

他 レ △


